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Japanese Class Conduct by Native and Non-native Teams:
Multicultural coexistence can be seen from the participants’ awareness





















































































































多文化共生について探っている本稿においては、力関係を表す J と G という言葉遣いは
















































１回目の授業（授業初日） G のニーズやレディネスを把握する目的で J が G へのニーズ
調査を行う。　









































接官などの役割を設けて模擬面接を実施し、練習も行った。このとき J 側にいる留学生も G
と一緒になって面接を受ける練習をした。
中上級レベルのグループでは、J も含めてそれぞれの参加者が自慢の料理を紹介するよう










それぞれのチームでは活動に関連して、一方的に J から G への情報や知識を伝達するの
みではなく、J が G の母国の言葉や話し方、それらの使い方を教えてもらうような活動も行っ
－ 17 －
ており、G から J への情報伝達も行った。
４．研究の背景
４．１　本研究の調査対象者
本調査では、上述した本教室の 2013 年の後期に 10 回と、2014 年の前期に 10 回、計 20
回に参加した G13 名と、J17 名を対象とした。
G は、中国、韓国、インドネシア、インド、フランス、バングラデシュなどの様々な国の
出身者であり、同じく J も日本語以外に韓国語、中国語、英語、マレーシア語、インドネシ
ア語、シンハラ語などの言語を話せる者で構成されていた。年齢は J 及び G ともに 20 代と

































すくし細かい情報が収集できるように、それぞれの G 組に日本語に加えて G の母語または










れるように、授業では違うチームを担当していた J が G の周囲にいるようにした。
４．２．２　Jに対するアンケート調査









者に対して FI を行った。ただし、G の帰国や J の卒業などの理由から、実際に FI ができた



































































１ ２ ３ ４ ５
①　支援者の話すスピードはどうでしたか １名 ３名 ８名
②　説明の仕方はどうでしたか １名 11 名
③　練習量はどうでしたか １名 １名 ２名 ３名 ５名
④　授業の雰囲気はどうでしたか １名 11 名
さらに、記述形式で回答する J へのメッセージ欄には、「この教室でもっと勉強したい」、




　　例①  I wrote you people are friendly because in the class there was such a friendly 
environment and we never feel uncomfortable. You people never treat us like 
you are teachers and we are students. It was very fun, learning Japanese in 





















本教室以外の場所でも G と関わっている／いたかと尋ねた質問から、G の家を個人的に
訪問したり、外で G と食事をしたり、メールのやり取りをしたり、フェイスブックや他の
SNS を利用して交流をしたりするなど、様々な形で本教室外でも G と関わりを持っている































































く評価していること（表３）や J へのメッセージ（例①）などから、本教室の G にとって、
－ 23 －
J との関係が大変良いものだったと考えられる。参与観察でも本教室への参加を苦しく感じ























また、本教室の G と J がメール、SMS、フェイスブックなどで繋がっているだけではなく、
教室外の場でも会ったりご飯を食べたり互いの家を訪問したりするなどの交流や付き合いを
行っていることから、両者が教室内の活動を通して教室を超えたところでもコミュニケー



















れらの学びは、J と G だけではなく、G と G や J と J の間でも起きていると考えられる。J
が本教室を「多文化を学ぶ場」、「自己成長の場」として捉えていることからもこのことを証
明できる。最初から、あるいは途中から参加者の間で芽生えているこの認識も地域における































に、G と J の関係、本教室についての意見、多文化共生の存在などを直接に見出し、測定で
きるような研究方法を用いることも重要である。




















































































２．年齢： □ 20 才～ 25 才 □ 26 才～ 30 才　□ 31 才～ 35 才　












































































　　8-1-1 具体的にどのような関わりを持っています / いましたか。（複数選択可）
　　　　□メールのやりとり □娯楽活動に同行
　　　　□ FB でのやりとり □一緒に旅行
　　　　□家を訪問する □その他（具体的に書いてください。） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　8-2　質問 8 に「いいえ」と答えた方に聞きます。
－ 30 －
　　どうして教室以外のかかわりがないのですか。（複数選択可）
　　□互いに教える教わる立場だから　　□そのようなかかわりはよくないと
　　□互いに親しくなかったから　　　　　思ったから
　　□そのような関係は面倒くさいから　□その他 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
９ ．ネイティブとノンネイティブ支援者というあなたのグループの構成についてどう思い
ますか。適切な数字で評価してください。そして，その理由も説明してください。
　　　大変良くない 1　　2　　3　　4　　5　大変良い
　　　理由 
　　　　　 
　　　　　
10．あなたにとってこの教室はどのような場になっていましたか。（複数選択可）
　　□大学院の他の授業と同じく授業の場　　□日本語教育を実践する場
　　□異文化・多文化を学べる場　　　　　　□外国人との交流の場
　　□その他 
11．学習者にとってこの教室はどのような場になっていると考えますか。
　　（複数選択可）
　　□日本語を学べる場　　　□日本文化や事情を学べる場
　　□他国人との交流の場　　□暇な時間をつぶせる場
　　□その他 
12 ．参加する前と後で、この教室や学習者に対するあなたの考え方、意識などに変化があ
りましたか。
　　□ある　　□ない
　12-1　質問 12 に「ある」と答えた方に聞きます。
　　　　具体的にどのような変化ですか。
　 
　 
　12-2　質問 12 に「ない」と答えた方に聞きます。
　　　　どうしてそのような変化が起こらなかったと思いますか。
　　 
　　 
13 ．他にも「留学生の家族のための日本語教室」についてご意見がございましたら、自由
に書いてください。
　　 
　　 
よろしければお名前を書いてください。 
 ご協力ありがとうございました。
